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今年の敬老の日は 9月16日（月）です。長い間、社会の為につくしてきた高齢者をうやまい、

長寿を祝うとともに高齢者の福祉について関心を深め、高齢者が生活の向上に努めるよう促すとい

う気持ちが込められているそうです。  

敬老の日の成り立ちにはいくつか説があるそうです。一つ目は聖徳太子が四天王寺に悲田院（ひ

でんいん）という救護施設を建てた日にちなんで定められたというもの。もう一つは、兵庫県のあ

る村の村長さんが、「老人を大切にし、年寄りの知恵を借りて村作りをしよう」と、9月15日を

「としよりの日」と定め、従来から敬老会を開き、それが兵庫県→全国へと広がったというもので

す。その後「としよりの日」から「敬老の日」と名前を変え、現在に至るそうですよ！ 

日ごろお世話になっているおじいさんやおばあさんへ、感謝の気持ちをこめてプレゼントを贈る

方も多いのではないでしょうか？今年はいつまでもご飯がおいしく食べられるように、インプラン

トや高機能入れ歯をプレゼントされてみてはいかがでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

たんぽぽ歯科 

住  所 海老名市河原口３-２０-１２ 西山ビル 

電  話 ０４６－２３５－２２３３ 

診療科目 一般歯科、小児歯科、 

歯列矯正、審美歯科、 

インプラント、予防検診、 

３Mix法、フッ素塗布 

 

たんぽぽ歯科からお知らせ 

 

防災用の口腔用品を準備しましょう。 

 



 

 

災害時は歯磨きが命綱！？ 

9 月 1 日は防災の日です。1923 年（大正12 年）のこの日に

起きた関東大震災の教訓を忘れない、という意味と、この時期に

多い台風への心構えの意味も含めて1960 年（昭和 35 年）に制

定されました。さて、皆さんは防災用のバックを用意されていま

すか？その中身はお水、非常食、懐中電灯、トイレットペーパー

…etc と様々ありますが、意外と忘れがちなのが、歯ブラシと歯磨き粉、そして入れ歯です！ 

東日本大震災では、入れ歯を忘れた方や紛失した方が多くいらっしゃいました。 

避難所ではパンやおにぎりなどの食事が続き、栄養も偏りやすくなります。入れ歯がなけ

れば食事をとることも難しく栄養状態が悪化します。精神的ストレスなども重なり体の抵抗

力が落ちてしまいます。そんな時にお口の中を不潔にしていると、細菌が増え、虫歯、歯周

病、感染症にかかりやすくなります。特に高齢者は免疫力が落ち、口腔内の細菌を気管へ誤

嚥（ごえん）することで、誤嚥性肺炎を引きおこす危険があります。阪神淡路大震災では200

名以上の方が、震災後に口腔清掃の不備や義歯の紛失などから誤嚥性肺炎になり亡くなって

います。 

★災害時の歯磨き方法 

災害時には思うように水が使えません。歯ブラシがないときは、少量の水かお茶で充分に

口をゆすぎましょう。この時、たくさんの水を一気に口に含むより、少量ずつ 2 回に分けて

ゆすいだ方がきれいになります。また、ティッシュなどで歯の汚れをふき取るのも効果的で

す。 

歯ブラシがあるときは、通常通り磨くことができますが、歯磨き粉がなく、水も不足してい

る時は、コップに少量の水を入れ、その水で歯ブラシを濡らして歯を磨きます。歯ブラシが

徐々に汚れてくるので、ティッシュなどで汚れをふきとりまた磨く、を繰り返します。最後

にコップの水で口をゆすぎます。 

歯磨き粉がある場合は、普通に歯を磨いたあと、コップに少量の水を入れて、まず歯ブラシ

を軽く洗い、その水で口をゆすぎます。歯ブラシは毎回水分と汚れを拭き取っておきます。 

★日頃から口腔ケアを。もしもの時に備えましょう。 

日頃から虫歯や歯周病を放置していると、災害時にはさらに、お口の中が不衛生になりや

すくなってしまいます。虫歯や歯周病の恐れのある方は、防災の日を機会に歯科医院へ！ 

万一に備えてきちんと治療しておきましょう。なお、歯科治療中に被災した場合は、歯科医

師の支援チームが避難所に到着したら必ず治療を受けてください。特に神経を取って治療中

の歯は、痛みがなくても放置せず、必ず治療を完了させてください。 

 

災害時の口腔ケアを考える 
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